
水道事業経営戦略の概要

経常収支比率、施設利用率、

有収率は平均に比して良好

な数値となっている。

効率的な事業運営がされて

いる。

「供給した配水量の効率性」
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当該値 87.19 90.79 90.16 89.33 88.23

平均値 84.87 85.40 85.53 85.23 85.26

⑧有収率(％)
【89.95】

「施設の効率性」
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当該値 54.97 66.14 65.58 64.36 65.51

平均値 58.76 59.09 59.23 58.58 58.53

⑦施設利用率(％)
【59.76】

「経常損益」
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H23 H24 H25 H26 H27

当該値 105.13 104.59 104.60 109.34 111.78

平均値 105.61 106.41 106.89 109.04 109.64

①経常収支比率(％)
【113.56】

（単位：千円，％）

年　　　　　　度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

区　　　　　　分 （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 見 込 ）

237,425 79,149 38,419 62,254 70,623 62,502 54,376 △ 51,073 42,032 35,799 33,295 26,683

472,476 497,789 496,801 515,030 525,952 526,842 539,517 533,508 513,161 501,519 488,452 479,005補填財源残高

当年度純利益（又は純損失）

平成36年度 平成37年度平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度平成29年度 平成34年度 平成35年度

企業債残高は平均に比して

多く、これにより資本費が高

額となり、給水原価も高い状

況にある。

企業債による積極的な投資の結果、新しい資

産により事業を行っており、高い有収率につな

がっているが、今後は企業債の発行水準につい

て検討が必要である。

「債務残高」
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当該値 472.29 488.60 473.90 466.47 441.51

平均値 403.15 391.40 382.65 385.06 373.09

④企業債残高対給水収益比率(％)
【276.38】

「費用の効率性」
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当該値 188.98 189.12 190.07 179.57 175.16

平均値 179.14 179.29 178.39 173.03 171.15

⑥給水原価(円)
【163.72】

グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

－

【】

■

◎投資・財政計画（収支計画）

H22～23 企業債の補償金免除繰上償還を実施し、支払利息を抑制。

H25～ 新たな企業債発行を抑制することにより、起債残高を低減（毎年約130,000千円程度）。

H28～ 道路事業に伴う水道管更新について、見直しにより耐用年数未満の管布設替を抑制。

◎経営の基本方針

★現状のポイント

・収益的収支については、現金収入は減少が見込まれる。

・基幹管路の耐震化等、今後も一定水準の投資が必要である。

・コストは低く抑えられ、効率的な事業運営がされている。

★今後の取組

・基幹管路耐震化及び老朽施設更新等に伴う投資も踏まえ、将来的には料金改定

を含め検討を行う。

・企業債残高の着実な減少を図るなかで、補填財源の確保のため必要な企業債

の発行は継続する。

資料１

◎これまでの経営改善の取組

（事業会計）
駒ヶ根市

(H) 3,023,710 2,888,097 2,804,073 2,716,160 2,677,937 2,637,306 2,591,763 2,541,013 2,384,579 2,230,741 2,083,430 1,945,000企 業 債 残 高

◎類似団体との比較分析

長野県内の類似団体

小諸市・中野市

（給水人口３万人～

５万人のグループ）



公共下水道事業経営戦略の概要  

民間活用の状況 料金徴収業務についてH25.10月より民間委託している。

広域化・共同化・最適化 平成２６年度に特定公共下水道との事業統合を実施

（単位：千円，％）

年　　　　　　度 前々年度 前年度

区　　　　　　分 （ 決 算 ） 見 込

220,837 119,002 130,540 76,465 88,838 63,403 85,941 96,499 105,236 111,227 108,947 72,121

本年度 29年度 34年度 35年度 36年度 37年度30年度 31年度 32年度 33年度

当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)

510,588 556,022 579,089 549,812 501,809 441,473 364,364 287,534 201,745 131,570 88,885 71,257

9,406,299 9,166,634 8,948,830 8,733,961 8,499,133 8,172,869 7,784,339 7,455,279 7,077,688 6,752,181 6,564,618 6,419,255

補 塡 財 源 残 高

企 業 債 残 高

「料金水準の適切性」
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当該値 103.96 123.74 132.42 110.60 103.56

平均値 65.98 67.59 68.51 69.74 68.21

⑤経費回収率(％)
【98.53】

「費用の効率性」 「施設の効率性」
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当該値 176.09 145.81 137.89 163.67 176.77

平均値 258.83 251.88 247.43 248.89 250.84
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当該値 56.28 58.84 61.80 63.64 64.57

平均値 50.74 49.29 50.32 49.89 49.39

⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％)
【60.01】【139.70】

経費回収率、汚水処理原価、施設

利用率は平均に比して良好な数値

となっている。

効率的な事業運営がされている。

◎経営の基本方針

★現状のポイント

・将来の大量更新に向けて自己資本の積み増しが必要（利益の計上）

・経費回収率は今後も100％超を見込まれ、効率的な事業運営がされている。

★今後の取組

・一般会計からの繰入水準について財政部門との調整、資本費平準化債発行の抑制。

・施設の更新時期においてもサービスを持続

①投資の合理化：将来を見据えた適正な施設能力な維持、長寿命化計画による施設の延命化。

②事業費の平準化：処理場機器の更新等について、年度間の事業費を平準化。

◎投資・財政計画（収支計画）

資本費平準化債の借

入もあり、企業債残高は

平均に比して多い。

企業債負担を軽減

する何らかの取り組

みが必要となる。

企業債残高は

平均に比して

多く、水洗化率

は平均を下回っ

ている。

現金を確保し、企業債発行を

抑制するため、接続率向上

の取組により料金収入の増

加を図る必要がある。

「債務残高」
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H23 H24 H25 H26 H27

当該値 2,919.86 2,846.51 2,560.90 2,522.90 2,412.75

平均値 1,365.62 1,309.43 1,306.92 1,203.71 1,960.34

④企業債残高対事業規模比率(％)
【900.39】

「使用料対象の捕捉」
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当該値 77.30 77.96 80.07 80.57 81.58

平均値 85.10 84.31 84.57 84.73 83.96

⑧水洗化率(％)
【94.73】

グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

－

【】

■

資料２

◎これまでの経営改善の取組

（事業会計）
駒ヶ根市

◎類似団体との比較分析

長野県内の類似団体

大町市・飯山市など

（区域内人口３万人未満、

人口密度２５人／ｈａ未満

供用開始後１５～３０年のグループ）



農業集落排水事業経営戦略の概要　　　

民間活用の状況 料金徴収及び施設維持管理事務について事業開始時より委託としている。

指定管理者制度 料金徴収及び施設管理について指定管理者制度を活用した委託を行っている。

企業債残高は平均に比して

少ない。

会計方式の違いにより一概

に比較できないが企業債の

負担は比較的小さいと考え

られる。

水洗化率は

平均を上回

っている。

接続率は頭打ちであり、料金収入の

増加は見込めない状況にある。

「使用料対象の捕捉」
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当該値 91.90 91.69 92.21 92.47 92.55

平均値 83.73 83.88 84.06 84.07 84.32

⑧水洗化率(％)
【84.50】

グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

－

【】

■

経費回収率、汚水処理原価、

施設利用率は平均に比して良

好な数値となっている。

効率的な事業運営がされて

いる。

「施設の効率性」
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当該値 57.12 57.18 55.47 55.51 56.17

平均値 55.20 54.74 53.78 53.24 52.31

⑦施設利用率(％)
【52.74】

「料金水準の適切性」
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当該値 66.05 74.18 75.81 76.20 77.51

平均値 51.56 51.03 50.90 50.82 52.19

⑤経費回収率(％)
【52.78】

「費用の効率性」
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当該値 231.99 214.80 217.03 223.25 223.34

平均値 283.26 289.60 293.27 300.52 296.14

⑥汚水処理原価(円)
【289.81】

◎これまでの経営改善の取組

◎経営の基本方針

★現状のポイント

・経費回収率は１００％を大きく下回っており、一般会計からの補てんを受けいている。

・現状の枠組みにおいて使用料が起債の償還に充てられない状況がある。

・供用開始後３０年近くを迎え、各処理場の施設・設備の老朽化が進んでいる。

★今後の取組

・法適用化後に明らかになる経営状況について地元に充分な説明を行い、理解を得て料金水準の見直し

を図る。

（単位：千円，％）
年　　　　　　度 前々年度 前年度

区 分 （ 決 算 ） 見 込

410,029 406,782 401,426 394,837 418,118 422,154 427,738 430,044 428,990 426,575 416,542 414,451

289,420 272,453 284,072 266,563 279,919 275,853 274,090 270,296 266,403 262,665 259,318 256,814

120,608 134,329 117,354 128,274 138,199 146,301 153,648 159,748 162,587 163,910 157,224 157,637

5,635,062 5,443,410 5,264,229 5,037,461 4,800,762 4,543,568 4,289,256 4,016,654 3,740,581 3,464,480 3,193,671 2,921,040

総収益

総費用

収支差引

地 方 債 残 高

34年度 35年度 36年度 37年度本年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度

◎投資・財政計画（収支計画） ※農業集落排水事業については平成３０年度の法適化（企業会計化）後に収支計画を見直し。

資料３（特別会計）

「債務残高」
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H23 H24 H25 H26 H27

当該値 530.14 332.79 410.95 226.11 225.50

平均値 1,239.20 1,197.82 1,126.77 1,044.80 1,081.80

④企業債残高対事業規模比率(％)
【1,015.77】

駒ヶ根市

◎類似団体との比較分析

長野県内の類似団体

小諸市・中野市

飯山市など

（供用開始後３０年

以上のグループ）


